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30.2設備・システム当たりの想定省エネ率

https://www.shi.co.jp/index.html

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

住友重機械工業株式会社

幅広い性状の燃料を安定して燃焼可能なバブリング流動床(BFB)ボイラ

東京都品川区大崎二丁目1番1号　

蒸気発生プロセス

バブリング流動床(BFB)ボイラ

https://www.shi.co.jp/products/energy/boiler/index.html

当社のバブリング流動床(BFB)ボイラは、高水分燃料や高灰分燃料を効率的に燃焼し、熱電併給や工場の
プロセス蒸気、電力用途として、優れた環境性能と柔軟性の高い運用を実現する。化石燃料を使用してい
るボイラから、本設備に設備更新することにより、化石燃料からの燃料転換が可能であり、省エネと低炭
素化を実現する。製品特長として、①多様性に富んだ非化石燃料の使用が可能、②ストーカ炉等の技術に
比べて燃焼効率が高い、③O&Mコストの低減の３点があげられる。

※省エネ率は既設の化石燃料利用のボイラを廃止し、汎用モデルのバイオマス等非化石燃料専焼ボイラ
(主蒸気量 41t/h、主蒸気条件：543℃、10.5MPaG)へ更新した想定で計算したものです。
※設備導入費用及び年間のランニング費用は、ボイラの容量・型式、供給範囲、立地条件、導入時期等の
諸条件によって変動致します。ご検討の際は都度お問い合わせ頂き、実際の設備導入先の工場での条件に
あわせたご提案をさせて頂きます。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

住友重機械工業株式会社
エネルギー環境事業部営業本部第２営業部
03-6737-2870

導入対象となる分野・プロセス
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①本技術では、従来の他の燃焼技術では使用が困難だった、木質チップやPKS等のバイオマス、製紙汚泥、RPF等廃プラスチック
由来燃料など多種多様な非化石燃料を、高効率で混合燃焼が可能である。流動床部では、燃料と循環材の粒子、ガスの動きが活
発なため、非常に高い反応速度、熱伝達速度が得られ、高効率燃焼を実現する。
②バイオマス等の非化石燃料はアルカリ金属分や塩素分による腐食、付着や異物混入がボイラ安定運転への課題となる。独自の
付着・腐食等燃料リスク評価ツールを使用し、最適なプロセス条件・設備構成・構造・材質を選定する事で前述の付着・凝集な
らびに腐食リスクを低減した設備の実現が可能である。また、異物対策として、炉底から異物を効果的に、大量排出できる独自
のノズル構造と、炉底形状を採用している。
③ボイラ流動床内に熱交換器を有さない設計を採用しており、その為、腐食・摩耗リスクを格段に低減し、ボイラの安全運転、
メンテナンス性の向上を実現している。

E.製造業 F.電気・ガス・熱供給・水道業

個別対応

個別対応



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野 製造業

下記系統図は実績を引用しており、設備により機器構成に変更がございます。

【導入施設】
　製紙工場
【導入した内容】
 自家発電設備として、本設備を用いたバイオマス発電設備を採用した。
・燃料：木質チップ、バーク、スラッジ
・構成設備
  ボイラ本体設備（36t/h）／燃料受入供給設備／砂供給設備／通風設備及び排ガス処理設備
　／ボイラ薬注設備／灰処理設備／電気計装設備／各設備架構

対象設備・プロセス 蒸気発生プロセス


